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Relation Between Perceptions of Unstable and Coping Behaviors
in Mastectomy Patients Receiving Chemotherapy During Transition
中 尾 富士子 (Fujiko Nakao)＊
 
本研究は､ 乳がん患者が､ 乳房切除術を受け､ 退院後も化学療法を続けなければならないという不安定な
状況から､ いかにして自分なりの安定した生活を見出しているのかというTransitionの過程を明らかにするこ
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ケース 性 別 年 齢 治療状況 (投与経路) 職 業 配偶者の有無
１ 女性 52 術後補助療法 (経口) 無 職 有
２ 女性 54 抗がん剤治療 (点滴) 会 社 員 無
３ 女性 48 術後補助療法 (経口) 無 職 無
４ 女性 65 術後補助療法 (経口) 無 職 有
５ 女性 45 抗がん剤治療 (点滴) 公 務 員 無
６ 女性 50 術後補助療法 (経口) パ ー ト 有
７ 女性 64 術後補助療法 (経口) 無 職 有
８ 女性 59 術後補助療法 (経口) 自 営 業 無
９ 女性 49 術後補助療法 (経口) ヘルパー 無





















































































































































































































































































































































れていた｡ 対象者は､ 食生活や遺伝､ 出産未
経験であること､ そして､ 乳がん検診を受け
なかったこと等の科学的視点からがんになっ
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